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都
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

今
回
は
都
全
体
で
の
募
集
で

す
。

◆
募
集
区
分

①
世
帯
向
（
一
般
募
集
住
宅
／
家

族
向
・
単
身
者
向
）

995
戸

②
定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
）

129
戸

③
定
期
使
用
住
宅（
多
子
世
帯
向
）

21
戸

④
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
　
13
戸

◆
申
込
書
・
募
集
案
内

11
月
10

日
ª
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
建
築
課

（
市
役
所
５
階
）、
各
市
政
窓
口

（
三
鷹
駅
前
市
政
窓
口
で
は
、
平

日
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
、
４
日

º
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

配
布
）、
都
庁
、
区
役
所
・
市
役

所
・
町
村
役
場
、
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
・
各
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

な
お
、
都
庁
第
一
本
庁
舎
１
階

（
東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

と
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
で
は
３
日
¥

、
４
日
º

、

５
日
∂
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
）
も
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

配
布
期
間
中
の
み
東
京
都
住
宅
供

給
公
社

http://w
w
w
.to-

kousya.or.jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

HP

▼
11
月
14
日
∏
（
必
着
）
ま
で
に

申
込
書
を
渋
谷
郵
便
局
へ
郵
送
す

る
。
く
わ
し
く
は
募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

t
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
@
０
５
７
０
―
０
１
０

８
１
０
（
11
月
10
日
ª

ま
で
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
・

@
03
―
３
４
９
８
―
８
８
９
４

（
そ
の
ほ
か
の
期
間
）
・
三
鷹
市

ま
ち
づ
く
り
建
築
課
@
内
線
２
８

６
７ご

相
談
く
だ
さ
い

住
宅
の
修
繕
・
改
修

市
内
の
建
築
・
建
設
業
の
組
合

が
結
成
し
た
「
三
鷹
市
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
住
宅

の
修
繕
・
改
修
な
ど
に
関
す
る
ご

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
建
築
課
@
内
線
２

８
６
７
へ
申
し
込
む
。

建
物
を
新
築
・
増
改
築
、
名

称
変
更
し
た
と
き
は
届
出
書

の
提
出
を

◆
新
築
や
建
て
替
え
、
出
入
り
口

を
変
更
し
た
と
き

建
物
確
認
申

請
と
は
別
に
完
成
の
１
カ
月
前
を

め
ど
に
住
居
表
示
新
築
届
け
出
が

必
要
で
す
。

◆
共
同
住
宅
な
ど
建
物
の
名
称
変

更
し
た
と
き

物
件
名
称
変
更
届

け
出
が
必
要
で
す
。

受
け
付
け
は
い
ず
れ
も
市
民
課

（
市
役
所
１
階
②
番
窓
口
）
で
す
。

届
け
出
が
さ
れ
な
い
と
、
住
居
表

示
や
正
し
い
住
所
の
方
書
が
つ
か

ず
、
住
民
登
録
・
印
鑑
登
録
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類
な
ど
く
わ
し
く
は
同

課
@
内
線
２
３
２
４

環
境
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た

入
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、

10
月
21
日
の
「
環
境
講
演
会
」
で

賞
状
、副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◆
入
賞
者
（
敬
称
略
）

市
長

賞
＝
内
畠
日
菜
乃
（
東
台
小
４

年
）、
教
育
長
賞
＝
飯
塚
さ
や
か

（
四
小
１
年
）、
環
境
基
金
活
用
委

員
会
会
長
賞
＝
難
波
沙
弥
佳
（
ニ

小
６
年
）、
生
活
環
境
部
長
賞
＝

渡
部
愛
音
（
北
野
小
４
年
）、
優

秀
賞
＝
末
武
佑
樹
（
一
小
１
年
）、

根
岸
要
（
一
小
１
年
）、
保
坂
竜

玖
（
六
小
１
年
）、

差
も
も
の

（
中
原
小
１
年
）、
秡
川
康
太
（
第

二
小
３
年
）、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

門
※
＝
伊
東
賢
佑
（
井
口
小
３

年
）、
武
田
有
乃
（
一
小
４
年
）、

新
川
葉
月
（
六
小
４
年
）、
北
原

千
晴
（
一
小
５
年
）、
井
川
な
つ

み
（
東
台
小
５
年
）、
宮
優
菜

（
東
台
小
５
年
）

※
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
は
、
優

秀
賞
の
み
の
入
賞
。

◆
応
募
作
品
展
示

11
月
14
日
∏

〜
17
日
ª
市
役
所
２
階
市
民
サ
ロ

ン
で
。
応
募
全
作
品
を
展
示
。

t
環
境
対
策
課
@
内
線
２
５
２

３
三
鷹
動
物
祭

õ
東
京
都
獣
医
師
会
武
蔵
野
三

鷹
支
部
主
催
。
農
業
祭
と
同
時
開

催
で
、
動
物
の
飼
育
相
談
や
ス
ケ

ッ
チ
大
会
、
抽
選
会
な
ど
。
事
前

申
し
込
み
に
よ
る
犬
、
猫
の
新
し

い
飼
い
主
探
し
や
犬
の
し
つ
け
教

室
も
。

▽
11
月
12
日
∂
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
、
市
役
所
東
側
駐
車
場
（
郵

便
局
横
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
犬
、
猫
の
新
し
い
飼
い
主
探

し
は
、
11
月
10
日
ª
（
必
着
）
ま

で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
犬
猫
の
区
別
を
記
入

し
、「
〒
181
―
０
０
０
４
武
蔵
野

市
吉
祥
寺
本
町
１
―
34
―
10
ふ
じ

わ
ら
動
物
病
院
」
へ
申
し
込
む
。

t
同
獣
医
師
会
@
21
―
２
９
０

８
（
ふ
じ
わ
ら
動
物
病
院
方
）
・

環
境
対
策
課
@
内
線
２
５
２
４

秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間

け
さ
な
い
で

あ
な
た
の
心
の
　
注
意
の
火

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
空
気

が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
す
。
し
ば
ら
く

使
っ
て
い
な
か
っ
た
暖
房
器
具

は
、
必
ず
掃
除
や
点
検
を
し
て
か

ら
使
い
始
め
る
な
ど
、
火
災
予
防

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
三
鷹
市
消
防
団
・
三
鷹
消
防
署

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
救
急
車
に

よ
る
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と

し
、
市
内
を
東
西
に
分
か
れ
て
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

▽
11
月
９
日
∫
午
前
９
時
か
ら
。

◆
三
鷹
市
消
防
団
に
よ
る
市
内
巡

回
広
報
と
警
戒

▽
11
月
９
日
∫
〜
15
日
π
午
後
７

時
〜
10
時
。

t
防
災
課
@
内
線
２
２
８
４

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し

ま
す

三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
主
催
。
特
殊
部
品
の

交
換
の
場
合
は
有
料
に
な
り
ま

す
。

▽
①
11
月
15
日
π
午
後
１
時
〜
３

時
、
三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン
タ

ー
で
。
②
11
月
11
・
25
日
の
土
曜

日
午
後
１
時
〜
３
時
、
リ
サ
イ
ク

ル
市
民
工
房
（
深
大
寺
２
―
16
―

13
）
で
。
③
26
日
∂
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
、
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り

２
０
０
６
会
場
内
）
で
。

t
三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン
タ

ー
@
43
―
７
８
７
４
・
同
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
@
41
―
０
５
１

０
・
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
@
49
―
３
４
４
１

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
金

で
備
品
を
購
入

井
の
頭
地
区
住
民
協
議
会
（
井

の
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

は
、
ú

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

「
平
成
18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
に
よ
る
助
成
金
の
交
付

を
受
け
、
書
架
、
閲
覧
用
テ
ー
ブ

ル
・
イ
ス
、
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ

コ
ー
ダ
ー
、
卓
球
台
な
ど
の
備
品

を
購
入
し
ま
し
た
。
今
後
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

t
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
@
内

線
２
５
１
５

東
京
都
景
観
計
画
（
素
案
）

に
ご
意
見
を

都
で
は
「
東
京
都
景
観
計
画

（
素
案
）」
を
公
表
し
、
都
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
計
画
の
詳
細
は
、
東
京
都

都
市
整
備
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

三
鷹
駅
南
口
駅
前
デ
ッ

キ
を
西
側
地
区
へ
拡
張
す

る
工
事
を
10
月
中
旬
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
新
設
デ

ッ
キ
の
利
用
開
始
は
、
三

鷹
駅
南
口
西
側
地
区
協
同

ビ
ル
の
完
成
に
合
わ
せ
平

成
19
年
11
月
ご
ろ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

t
道
路
交
通
課
@
内
線

２
８
４
７

三
鷹
市
を
含
む
東
八
道
路

沿
線
の
５
市
（
府
中
市
、
調

布
市
、
小
金
井
市
、
国
立
市
）

と
東
京
多
摩
青
果
ñ

（
冨
沢

彦
昭
社
長
）
は
10
月
24
日
、

災
害
時
に
同
社
市
場
の
バ
ナ

ナ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ネ
ギ

な
ど
の
青
果
物
支
援
や
一
時

避
難
場
所
を
提
供
（
三
鷹
、

国
立
市
場
）
す
る
応
援
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
同
社
の
本

社
機
能
が
三
鷹
市
か
ら
国
立

市
へ
移
転
さ
れ
た
の
を
機
に

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
５

市
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の

で
、
災
害
発
生
時
に
青
果
物

な
ど
が
５
市
に
供
給
さ
れ
、

両
市
場
の
敷
地
が
一
時
避
難

所
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

同
社
の
国
立
市
場
に
は
バ

ナ
ナ
が
常
時
60
万
本
以
上
保

管
さ
れ
て
お
り
、
１
日
に
20

万
本
の
出
荷
が
可
能
で
す
。

t
防
災
課
@
内
線
２
２
８

３

都
庁
第
二
本
庁
舎
３
階
南
側
の
都

市
整
備
局
の
窓
口
、
多
摩
建
築
指

導
事
務
所
管
理
課
（
立
川
合
同
庁

舎
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
意
見
提
出
方
法

11
月
30
日
∫

（
必
着
）
ま
で
に
、
題
名
「
景
観

計
画
（
素
案
）
へ
の
意
見
」、
氏

名
（
法
人
名
）、
住
所
（
所
在
地
）、

意
見
を
記
入
し
「
〒
163
―
８
０
０

１
東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建

築
部
市
街
地
企
画
課
」
・
I
03
―

５
３
８
８
―
１
３
５
６
・

S00
00169@

section.m
etro.tokyo.

jp

へ
提
出
す
る
。

大
島
町
か
ら

海
洋
深
層
水
寄
贈

大
島
町
か
ら
伊
豆
大
島
の
海
洋

深
層
水
（
500
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
４

千
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

海
洋
深
層
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

を
多
く
含
ん
だ
水
で
、
大
島
町
の

新
た
な
特
産
品
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
市
の
行
事
な

ど
で
配
付
・
活
用
し
て
い
き
ま

す
。t

企
画
経
営
室
@
内
線
２
１
１

４■
お
詫
び
と
訂
正

「
広
報
み
た
か
」
10
月
15
日
発

行
号
で
掲
載
し
た
第
12
回
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
記
事

で
審
査
員
の
方
の
お
名
前
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

（
正
）
茶
谷
茂
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　

（
誤
）
茶
屋
茂
さ
ん

t
ñ
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
@
40
―

９
６
６
９

都
市
農
業
と
出
会
う
楽
し
い
２
日
間

市
内
農
産
物
の
品
評
会
や
直
販
・
展
示

な
ど
。
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
11
月
11
日
º

・
12
日
∂

午
前
９
時
か

ら
、市
役
所
中
庭
・
第
一
体
育
館
ほ
か
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

t
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
支
店
指
導
課

@
46
―
２
１
５
２
・
生
活
経
済
課
@
内
線

３
０
６
０

三
鷹
駅
南
口
駅
前
デ
ッ
キ
西
側
通
路

整
備
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

落
ち
葉
は
厄
介
者
？

木
々
が
紅
葉
を
始
め
、
や
が
て

「
落
ち
葉
」
の
季
節
と
な
り
ま
す
。

「
落
ち
葉
」
は
、
ま
ち
中
で
は

単
な
る
厄
介
者
に
思
え
ま
す
。
特

に
三
鷹
市
の
よ
う
に
宅
地
化
の
進

ん
だ
地
域
で
は
、
ど
う
し
て
も
ゴ

ミ
と
し
て
扱
わ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お

り
、
落
ち
葉
は
大
切
な
仕
事
を
終

え
、
寿
命
を
迎
え
た
葉
っ
ぱ
な
の

で
す
。

木
の
葉
は
、
樹
木
が
大
き
く
な

る
た
め
に
必
要
な
栄
養
を
作
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
私
た
ち
が

吸
う
酸
素
も
作
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
木
の
葉
は
、
樹
木
に
も
、
そ

し
て
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で

す
。
さ
ら
に
、「
落
ち
葉
」
は
そ

の
ま
ま
土
に
帰
り
、
や
が
て
腐
葉

土
と
し
て
木
々
の
栄
養
に
も
な
り

ま
す
。

三
鷹
市
は
「
緑
と
水
の
快
適
空

間
の
創
造
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
樹
木
を
含
む
自
然

は
必
要
で
す
。
た
だ
、
そ
の
一
方

で
樹
木
に
よ
る
「
落
ち
葉
」
が
問

題
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
応
え

て
行
く
か
は
、
市
と
し
て
も
大
き

な
悩
み
の
種
で
す
。
と
は
い
え
、

落
ち
葉
が
原
因
で
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
や
道
路
冠
水
が
発
生
す
る
こ

と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。樹

木
の
所
有
者
の
み
な
さ
ん
に

は
、
近
隣
の
方
に
配
慮
し
、
適
切

な
木
の
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
排
水
口
に
た
ま
っ
た

落
ち
葉
を
見
つ
け
た
方
は
、
で
き

る
だ
け
取
り
除
い
て
い
て
だ
く
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、「
落
ち
葉
」
を
含

め
た
自
然
と
ど
の
よ
う
に
共
存
し

て
い
く
か
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

t
緑
と
公
園
課
@
内
線
２
８
３

５

三鷹駅

西側地区協同
ビル建設中

第46回
三鷹市農業祭

東京多摩青果ñと災害時の青果物支援や一時避難場所
提供（三鷹、国立市場）の応援協定を締結しました


